平成18年度　第5回日本OP協会理事会議事録

開催日時：　平成18年6月4日（日）13:00 ～ 17:00

開催場所：　（株）フォーシーズ本社　5階会議室

出席理事：　占部副会長　国見理事長　神谷理事　奥村理事　浜田理事　濱本理事　　
　高木理事　埼玉理事　丸田理事　荒川理事
欠席理事：　河内理事　　市野理事　　仲野理事
出席監事：　周東監事　赤津監事　

議事に先立ち議事録作成者を荒川理事、署名人を丸田理事、濱本理事とし、国見理事長が

議長となり挨拶の後、審議に入った。

議題 1 
 2005年度日本オプティミストセーリング選手権大会におけるＲＲＳ69.2違反について
ＪＳＡＦ資料に基づき　Ａ）からＣ）までを確認した。
Ａ）ＪＳＡＦ最高審判委員会の結論

１．埼玉浩史氏はＲＲＳ69.2に重大なる違反を犯した。

２．真田卓衛氏はＲＲＳ69.2に重大なる違反はないが、通常よりフェアプレー、グッドマナーおよびスポーツマンシップの指導が望まれる。

３．埼玉匠海選手は本件に関わりがあるが重大な違反を犯したとは断定できない。

Ｂ）ＪＳＡＦ最高審判委員会の裁定

１．埼玉浩史氏は１年間ＪＳＡＦが関与する大会のレース海面および会場への立ち入りを原則として認めない。

２．真田卓衛氏について特別の処罰なし。ただしフェアプレー、グッドマナーおよびスポーツマンシップの指導が望まれる。

３．埼玉匠海選手について特別の処罰なし。今後はスポーツマンとして正しく成長するよう　　指導を望む。

４．ＪＯＤＡにたいして
　　・フェアな協会運営、レース運営を平常から行える体制を確立すること

· ＪＯＤＡ責任役員である埼玉浩史に対して適切な処置をはかること

· ＪＯＤＡの理事はＪＳＡＦ会員であることが望ましい

５．江ノ島ヨットクラブにたいして

　　・ＥＪＹＣの組織運営、グッドマナーおよびスポーツマンシップの指導に関する内部調査を行い、今後の改善策をＪＳＡＦに提出する。
注：江ノ島ヨットクラブ（ＥＹＣ）は江ノ島ジュニアヨットクラブ（ＥＪＹＣ）の上部団体である。
Ｃ）ＪＳＡＦ理事会決定

１．埼玉浩史氏の行為がＲＲＳ69.2に違反するとの最高審判委員会の裁定を尊重する

２．埼玉浩史氏に対する勧告

　　19年3月末までのＪＳＡＦおよびその加盟団体が主催、公認するジュニアのヨットレースに関与することを自粛するように勧告する。

３．ＪＯＤＡに対する要請

　　最高審判委員会の報告書に則り

· 事態の再発防止についての適切な処置を講じる

· 協会の責任役員はＪＳＡＦのメンバー資格を取得する

· ジュニアのレースにおいては選手のみならず、実質的にレースに関与する父兄、コーチについても参加申込書にて登録することを義務づけ、かかるものもＲＲＳ，ＳＩの適用を受けることをＮＯＲやＳＩにおいて明らかにすること

· 上記父兄、コーチもＪＳＡＦ会員であることが望ましい。

· 本件について講じた処置を10月末までにＪＳＡＦに報告する。

４．ＥＹＣに対して

　　・傘下のＥＪＹＣに対して最高審判委員会の報告に関し、傘下のＥＪＹＣに対し状況を調査の上適切な処置を講じること

Ｄ）　ＪＯＤＡの対応、及び方針

ＪＯＤＡはＪＳＡＦ最高審判委員会の判決およびＪＳＡＦの勧告に従い以下のことを行う

１．　埼玉氏についてはＲＲＳ69.2に重大な違反のあったことを認めた最高審判委員会ならび

にＪＳＡＦの要望を受け入れ、19年3月末までＪＯＤＡ主催レース、公認レースへの立ち入りの自粛を勧告する。従わない場合は除名の手続きをする。

また、ＪＯＤＡ理事はＪＳＡＦ会員であることを理事立候補規定に設ける。

２．　ＪＯＤＡ主催レースにおいて父兄、コーチの参加も登録制とし、かかるものもＲＲＳ、

ＳＩの適用を受けることをＮＯＲ，ＳＩに公示する。

ＲＲＳ，ＳＩ違反に対する処罰の対象はかかるものだけでなく、それに伴って利益を受ける選手にまで対象を広げる。
３．　加盟クラブの責任者、コーチはなるべくＪＳＡＦ会員となることを奨励する。

４．　今後このような事態が再発することの無いようにＪＯＤＡは本件の正確な経緯を会員に報告すると共に、ジュニアセーラーの指導について指針を発表する。

５．埼玉匠海選手については、ＲＲＳ69.2に重大な違反はないとの判定であるが、本人が関与した部分もあり、また、父の行為を認めていたことから、選考会のＳＩに基づきナショナルチームの辞退を勧告する。（場合によって推薦取り消しもありうる）
６．江ノ島ジュニアヨットクラブの体制、指導方法の改善について、江ノ島ヨットクラブと協議を行う。

７．真田コーチについては推薦があってもナショナルコーチの理事会承認は行わない。

（本件に係わること以外にも過去の状況を判断して決定）
議題 2  

登録・クラスルールに関する現状の問題点

１．セールナンバーの発行権が前任の石橋 元計測委員長時代からの慣習で白羊商会が得ている事
２．　そのためＪＰＮ3000とか、ＪＰＮ3100とか語呂のいいナンバーが登録順序を無視して内部関係者に配布されている事

　　例：　ＪＰＮ2999は2003年5月30日、ＪＰＮ3001も同じく5月30日付けで登録されているが、ＪＰＮ3000は８ヶ月遅れの2004年1月25日に白羊商会名義で登録されている。　また、ＪＰＮ3099は2005年7月12日、ＪＰＮ3101は2005年8月3日で登録、しかしＪＰＮ3100は５ヶ月遅れの2005年12月31日に登録されている。
　　　　　　※　クラスルール2.4.2　連続したセールナンバーを発行しなければならないに違反。

 

３．　２桁のセールナンバー使用の問題

　　ＪＯＤＡ主催大会の申込書（個人）では、セールナンバーとハルが登録状態と違う場合には、本来では装備の準備に都合の悪い場合のみ違う艇のセールナンバーまたはハルの使用を認めている。

　　現状は理由がなくとも一時変更を認めているが、今後は正当な理由の無い場合は他艇ナンバーの使用を認めないとしたい。

 

４．　1999年から2000年にかけての一部の艇にの名前でレジストブックの協会登録サインがされた艇がある。　協会に認められていない人物、しかも艇販売業者がサインした事は問題である。

 

荒川理事より以上の報告があった。

それを受けて１．および３．については直ちに正常な状態に改めるようにとの意思決定がなされた。
 議題　その他　
2006年度　東日本ＯＰ級ヨット選手権大会の開催地について

国見理事長より準備状況についての報告があった。

１．　開催期日　　２００６年８月２５日（金）から２７日(日)までの３日間
２．　開催地　逗子マリーナをメイン会場とし、隣接の小壷漁港をサポートハーバーとして予定する。

３．　協賛としての㈱リビエラリゾート様の他に、逗子市長からご協力をいただける事になり、後援として逗子市が予定されている。
次回理事会は平成18年9月2日の予定

議事録作成者　荒川　渡　
確認者　丸田　理事

　　　　濱本　理事

